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１．本年度の研究成果 
 全国的な悪性胸膜中皮腫症例の、画像、病理、治療経過のデータ集積に関しては、本年

度は登録システムに更なる検討を加えることにより完成させると共に、国立がんセンター

中央病院での倫理審査委員会の承認を得ることにより、病理および臨床データの集積を開

始した。日本肺癌学会などの協力を得て、関連施設に研究計画書を配布し、１２月１日以

降の診断症例についての前向きの登録を開始するとともに、４月１日以降に診断された症

例についてもデータ提供の依頼を行っている。病理については科学技術振興調整費「アス

ベスト関連疾患の総括的取り組み」研究班と協力して、同一構成での病理診断委員会を設

置し、バーチャルスライドを用いて、病理情報の Consultation を開始する他、今後は評価

結果をもとに、画像および外科・内科・放射線治療の立場からの各種検討を行うことを予

定している。また、組織検体の情報についても、研究班の運営委員会にて承認された研究

機関に提供し、それらを利用して独自の研究を進めることが可能になるシステムを構築し

た。 
 一般市民に対するアスベスト関連疾患のスクリーニングに関しては、画像委員会での検

討が行われ、検診のモダリティーとしては胸部Ｘ線直接撮影と５ミリスライス以下の低線

量ＣＴ撮影とし、その集積方法、診断基準が定められた。また、それらの画像および各種

情報を管理するコンピュータシステムの設置が行われた。更に、検診受診者に対しての職

歴、居住歴を中心にした問診項目も制定され、実際のデータの集積が開始された。10 月末

までに既に 28 施設から 2471 例の登録があり、本年度中には 4000 例の集積を予定してお

り、次年度もほぼ同数の集積を予定している。12 月中にはシステムも稼働が予定されてお

り、１月からは定期的な中央での画像の判定が開始される予定になっている。 
 
２．前年度までの研究成果 
本研究班の研究テーマは大きく二つに分けられている。第一は悪性胸膜中皮腫症例の画

像・病理組織・血液・臨床経過などの情報の全国的な集積であり、第二は健常者からのア

スベスト関連病変の抽出、悪性胸膜中皮腫症例の早期発見方法の確立である。 
前年度までは主に、上記二つの研究に対する、悪性胸膜中皮腫に関連する現状の調査を

行うことを目標に、病理・診断・治療の面からのワーキンググループを作成し、系統的な

文献検査を行うことにより、信頼できる内外の文献を集積・分析・評価し、エビデンスレ

ベルを決定し、アブストラクトフォームの作成、およびこれらに基づいた推奨グレードの

決定を行った。ただし、まだ RCT での研究は皆無で、信頼のおける推奨グレードの決定は

困難であることも明らかになった。 
 全国的集計と、発症前データの集積のための大規模な研究が必要と考えられ、集積のた

めのソフト開発、データの収集の方法などのフローチャートの作成などが行われた。 
 
３．研究成果の意義および今後の発展性 
 悪性胸膜中皮腫はアスベスト曝露後約４０年を経て発症すると言われ、今後しばらくは

激しい増加の続くことが推測されている。比較的早期に発見し胸膜肺全摘が行えれば長期



生存する例も存在するが、現時点では本疾患の初期像は明かではない。 
 全国の症例を蓄積し、その病理的な分析と、それに対応する画像あるいは血液所見との

対比、また一方健常者の追跡により、発症前の状態を把握することにより、高危険群の絞

り込みも可能になり、両者の結合により、自然史を明らかにすることが可能になり、検診

対象者の絞り込みや有効な検診方法も確立し、多くの症例を根治可能な時期に治療するこ

とにより、本疾患による死亡数の増加に歯止めをかけることが可能になると思われる 
 
４．倫理面への配慮 
 悪性胸膜中皮腫症例の検体および各種資料の提出、および一般人の悪性胸膜中皮腫を対

象にしたスクリーニングへの参加にあたっては、本人からの同意が得られた例のみを対象

として扱い、その個人情報の扱いについては厳重に行い、高いセキュリティを確保してい

る。 
また、検体情報の利用については連結可能匿名化（対応表は各医療機関が保持）した形

で研究機関に提供されるため、研究機関にとって個人の同定は困難な形となっている。 
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